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政
府
は
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
長

（
注
）

期
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ

ッ
ク
ス
）
を
決
め
た
。
総
発
電
量
に
占
め

る
原
子
力
の
比
率
は
二
〇
～
二
二
％
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
は
二
二
～

二
四
％
程
度
と
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
根

幹
だ
。
こ
れ
が
二
〇
一
一
年
三
月
の
東
京

電
力
福
島
第
一
原
発
の
後
、
安
倍
晋
三
政

権
が
示
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
具
体
的

な
目
標
な
の
だ
が
、
一
見
し
て
分
か
る
よ

う
に
こ
れ
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

　
最
大
の
問
題
点
は
、
原
発
重
視
政
策
へ

の
復
帰
だ
。
見
通
し
に
先
立
っ
て
昨
年
四

月
に
策
定
さ
れ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」
は
、
冒
頭
で
「
震
災
前
に
描
い
て
き

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
は
白
紙
か
ら
見
直

し
、
原
発
依
存
度
を
可
能
な
限
り
低
減
す

る
。
こ
こ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
再
構

築
す
る
た
め
の
出
発
点
で
あ
る
こ
と
は
言

を
俟
た
な
い
」
と
明
記
。「
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
火

力
発
電
所
の
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、
可
能

な
限
り
低
減
さ
せ
る
」
と
し
て
い
る
。
首

相
も
再
三
に
わ
た
り
「
原
発
依
存
度
の
低

減
」
を
口
に
し
て
き
た
。
今
回
の
数
字
に

つ
い
て
政
府
は
「
東
日
本
大
震
災
前
に
約

三
割
を
占
め
て
い
た
の
だ
か
ら
二
〇
％
～

二
二
％
は
大
き
な
低
減
だ
」と
説
明
す
る
。

　
だ
が
、
原
発
事
故
以
降
、
福
島
第
一
原

発
の
六
基
の
ほ
か
、
関
西
電
力
美
浜
原
発

一
、二
号
機
な
ど
老
朽
原
発
五
基
が
廃
炉

と
な
り
、
国
内
の
商
用
原
発
が
四
三
基
に

減
っ
た
。
今
後
、
直
下
へ
の
活
断
層
の
存

在
な
ど
に
よ
っ
て
廃
炉
を
迫
ら
れ
る
炉
も

出
て
く
る
だ
ろ
う
。
原
則
四
〇
年
と
法
が

定
め
た
原
発
の
運
転
期
間
を
守
れ
ば

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
約
三
〇
基
が
廃
炉
に

な
り
、
建
設
中
の
島
根
原
発
三
号
機
、
大

間
原
発
を
加
え
て
も
原
発
比
率
は
ど
う
大

き
く
見
積
も
っ
て
も
一
五
％
程
度
に
し
か

な
ら
な
い
。
こ
れ
を
二
〇
～
二
二
％
に
ま

で
増
や
す
た
め
に
は
運
転
期
間
を
六
〇
年

に
延
ば
す
か
、
新
増
設
を
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
る
。
日
本
の
原
発
が
抱
え
る
現
状

か
ら
み
れ
ば
二
〇
～
二
二
％
は
「
依
存
度

の
低
減
」
ど
こ
ろ
か
「
依
存
度
拡
大
」
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

　
一
方
で
、
原
発
比
率
を
維
持
す
る
た
め

も
あ
っ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率

は
小
さ
く
抑
え
ら
れ
た
。
二
〇
三
〇
年
に

は
こ
の
比
率
を
少
な
く
と
も
三
〇
％
に
は

で
き
る
と
の
試
算
も
多
く
示
さ
れ
て
い
る

中
で
の
こ
の
数
字
は
明
ら
か
に
小
さ
す
ぎ

る
だ
ろ
う
。

　

火
力
発
電
の
内
訳
で
は
天
然
ガ
ス
が

二
七
％
、
石
炭
が
二
六
％
と
さ
れ
た
。

二
〇
一
二
年
度
の
実
績
で
は
天
然
ガ
ス
は

四
二・五
％
、
石
炭
は
二
七・六
％
な
の
だ

か
ら
、
環
境
負
荷
の
大
き
い
石
炭
を
温
存

す
る
一
方
で
、
天
然
ガ
ス
を
減
ら
し
、
そ

れ
を
原
子
力
で
ま
か
な
う
計
画
だ
と
い
え

る
。

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭

素
の
発
生
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
火
力
発

電
は
可
能
な
限
り
石
炭
か
ら
天
然
ガ
ス
に

シ
フ
ト
さ
せ
て
ゆ
く
と
い
う
の
が
多
く
の

先
進
国
で
採
用
さ
れ
て
い
る
政
策
な
の
だ

が
、日
本
の
方
向
は
こ
れ
と
真
逆
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
計
画
の
大
前
提
に
も
大
き
な

問
題
が
あ
る
。
二
〇
三
〇
年
ま
で
年
率
で

一・
七
％
と
い
う
日
本
経
済
の
現
状
か
ら

す
れ
ば
過
大
と
も
言
え
る
成
長
率
を
見
込

ん
で
い
る
上
、
粗
鋼
生
産
量
の
見
通
し
や

電
力
需
要
の
増
加
な
ど
は
業
界
の
希
望
的

な
観
測
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
し
て

い
る
。
二
〇
三
〇
年
に
今
の
日
本
の
社
会

や
経
済
の
構
造
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
、
あ
る
い
は
政
策
的
に
変
え
て
い
く
と

い
う
視
点
な
し
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は

経
済
成
長
に
と
も
な
っ
て
不
可
避
的
に
増

え
て
い
く
と
い
う
大
前
提
の
下
に
組
み
立

て
ら
れ
た
計
画
で
あ
る
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
原
発
事
故
後
、
現
政
権
下

で
ま
と
め
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
中

身
に
は
多
く
の
問
題
点
が
あ
る
の
だ
が
、

政
策
決
定
に
至
る
ま
で
の
手
法
に
も
多
く

の
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
。

　
原
発
事
故
後
、
大
転
換
を
迫
ら
れ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
に
最
初
に
取
り

組
ん
だ
の
は
民
主
党
政
権
だ
っ
た
。

　
経
済
産
業
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
総

合
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
場
で
、

改
め
て「
コ
ン
セ
ン
ト
の
向
こ
う
側
」を
考
え
る 

①

─ 

旧
態
依
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策 

─
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役
人
が
選
ん
だ
委
員
が
大
企
業
や
政
府
に

近
い
研
究
者
な
ど
の
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
」

を
中
心
に
議
論
を
し
、
そ
の
場
で
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
閣
議
決
定

さ
れ
て
国
の
政
策
と
な
る
。
原
発
事
故
前

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
こ
の
よ
う
な
決
め

方
は
正
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
の

問
題
意
識
の
下
、
民
主
党
政
権
下
で
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
場
は
、
経
済
産
業
省
で

は
な
く
国
家
戦
略
室
の
下
に
設
け
ら
れ
、

反
原
発
派
や
環
境
保
護
団
体
の
代
表
、
経

済
産
業
な
ど
か
ら
は
遠
い
立
場
の
専
門
家

な
ど
を
多
様
な
人
々
で
構
成
さ
れ
る
委
員

会
の
下
で
政
策
議
論
が
進
み
、
政
府
は

二
〇
三
〇
年
の
原
発
比
率
に
つ
い
て
０

％
、
一
五
％
、
二
〇
～
二
五
％
の
三
つ
の

選
択
肢
を
示
し
た
。
各
地
で
公
開
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
い
て
市
民
の

意
見
を
聴
き
、
日
本
で
初
め
て
の
討
論
型

世
論
調
査
も
行
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
が

「
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
」
だ
っ

た
。「
少
な
く
と
も
過
半
の
国
民
は
原
発
に

依
存
し
な
い
社
会
の
実
現
を
望
ん
で
い

る
」
と
い
う
の
が
国
民
的
議
論
に
関
す
る

政
府
の
検
証
結
果
で
、
こ
れ
を
受
け
て
ま

と
め
ら
れ
た
戦
略
に
は
「
二
〇
三
〇
年
代

原
発
ゼ
ロ
を
目
指
す
」
こ
と
が
明
記
さ
れ

た
。

　
可
能
な
限
り
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
る

形
で
政
策
が
決
め
ら
れ
た
の
は
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
史
上
初
め
て
の
こ
と
だ
っ

た
の
だ
が
、
安
倍
政
権
は
こ
の
結
論
を
さ

し
た
る
議
論
も
な
い
ま
ま
に
白
紙
に
戻

し
、
経
済
産
業
省
の
下
で
基
本
計
画
や
受

給
見
通
し
を
策
定
す
る
と
い
う
原
発
事
故

前
の
旧
態
依
然
た
る
手
法
に
逆
戻
り
さ
せ

て
し
ま
っ
た
。

　
事
故
前
同
様
、
大
企
業
の
ト
ッ
プ
が
委

員
長
を
務
め
る
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

は
反
原
発
派
は
外
さ
れ
、
原
発
推
進
派
や

政
府
に
近
い
研
究
者
が
重
用
さ
れ
た
。
今

回
の
議
論
の
進
め
方
に
批
判
的
な
あ
る
委

員
が
「
以
前
は
自
分
は
真
ん
中
だ
と
思
っ

て
い
た
の
に
、
今
回
は
左
（
脱
原
発
派
）

が
い
な
く
な
り
、
気
付
い
た
ら
自
分
が
一

番
左
だ
っ
た
」
と
述
懐
す
る
ほ
ど
だ
。

　
そ
の
結
果
、
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
原
発

と
石
炭
火
力
と
い
う
大
規
模
集
中
型
発
電

を
重
視
し
、
環
境
へ
の
配
慮
を
犠
牲
に
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
多
く
の
世
論
調
査

で
依
然
と
し
て
批
判
的
な
意
見
が
多
い

「
原
発
重
視
」を
進
め
る
と
い
う
原
子
力
政

策
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　
需
給
見
通
し
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
は
二
〇
〇
〇
件
余
が
寄
せ
ら

れ
、
中
に
は
脱
原
発
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
大
幅
な
拡
大
を
求
め
る
声
も
少
な

く
な
か
っ
た
。
政
府
は
そ
の
意
見
を
踏
ま

え
「
我
が
国
の
自
然
条
件
等
を
踏
ま
え
つ

つ
、
各
電
源
の
個
性
に
応
じ
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入
を
行
う
」、

「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
前
に
比
べ
、
我
が
国
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
へ
の
関
心
は
極
め
て
高
く
な
っ

て
お
り
、
原
子
力
の
利
用
は
即
刻
や
め
る

べ
き
、
で
き
れ
ば
い
つ
か
は
原
子
力
発
電

を
全
廃
し
た
い
、
我
が
国
に
原
子
力
等
の

大
規
模
集
中
発
電
は
不
要
で
あ
る
、
原
子

力
発
電
を
続
け
る
場
合
に
も
規
模
は
最
小

限
に
す
べ
き
、
原
子
力
発
電
は
引
き
続
き

必
要
で
あ
る
な
ど
、
様
々
な
立
場
か
ら
あ

ら
ゆ
る
意
見
が
表
明
さ
れ
、
議
論
が
行
わ

れ
て
き
て
い
る
が
、
政
府
は
、
こ
う
し
た

様
々
な
議
論
を
正
面
か
ら
真
摯
に
受
け
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
追
記
を

し
た
が
、
基
本
的
な
内
容
は
当
初
案
の
ま

ま
で
、
市
民
の
意
見
の
十
分
な
反
映
に
は

ほ
ど
遠
い
。

　
原
発
事
故
後
、
多
く
の
人
が
、
今
ま
で

当
た
り
前
に
使
っ
て
い
た
電
気
を
作
る
た

め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
伴
う
こ
と

を
知
り
、「
コ
ン
セ
ン
ト
の
向
こ
う
側
に
あ

る
も
の
」
に
目
を
向
け
始
め
た
。
旧
態
依

然
と
し
た
「
新
」
計
画
と
「
新
」
見
通
し

は
今
後
、
こ
れ
ら
の
市
民
の
厳
し
い
目
に

さ
ら
さ
れ
、
そ
の
内
容
の
正
統
性
と
正
当

性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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一
九
五
九
年
十
二
月
東
京
生
ま
れ
。

一
九
八
三
年
東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科

卒
、
同
年
共
同
通
信
社
に
入
社
。
つ
く
ば

通
信
部
な
ど
を
経
て
一
九
九
一
年
本
社
科

学
部
記
者
。
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
四

年
ま
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
特
派
員
（
科

学
担
当
）。
現
在
、
環
境
・
開
発
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
担
当
の
編
集
委
員
兼
論
説
委

員
。環
境
と
開
発
の
問
題
を
長
く
取
材
。ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
な
ど
で
の
環

境
破
壊
や
貧
困
の
現
場
、
問
題
の
解
決
に

取
り
組
む
人
々
の
姿
な
ど
を
報
告
し
て
き

た
。気
候
変
動
枠
組
み
条
約
締
約
国
会
議
、

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
締
約
国
会
議
、
環
境
・

開
発
サ
ミ
ッ
ト
、
国
際
捕
鯨
委
員
会
総
会

な
ど
多
く
の
国
際
会
議
も
カ
バ
ー
し
て
い

る
。
著
書
は
次
号
に
紹
介
。




